






研究目的 

先天性副腎過形成症(以下 CAH)のスクリーニングに関しては,クレチン症の場合とかなり

異った情況にある。スクリー二ングにより,疑わしい例が発見された場合に,精密検査を行

うことは,かなり高度の知識技術を必要とし,専門家の数も限られている。同一地区内に専

門家が存在せず,他の地区に紹介することが必要となることもあろう。従って CAHスクリー

ニングの全国的実施を可能とするためには,1)ろ紙血を用いた信頼性の高いスクリー二ン

グ方法の開発。2)疑陽性となった検体について,詳しく分析しうる方法を樹立すること,の

2点が必要である。われわれは,このために,17-ハイドロキシブロゲステロン(以下 17-OHP)

をろ紙血中で測定し得る酵素免疫測定法(EIA)の開発,ろ紙血の小片(3mmディスク1～2ケ)

を用いて,血中ステロイドの一際分析が可能であり，しかも,どこでも実施しやすい方法の

開発,ろ紙血中のコルチゾールの正確な定量法の開発を目指して,研究を行っている。今年

度は,この中で 17-OHP の EIA の研究に関して報告を行う。 


